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本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が

火
災
予
防
の
意
識
を
持
ち
、
家
庭
や
地
域
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
（
平
成　

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

28

平
成　

年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動　
　

月
9
日
か
ら　

日
ま
で

28

11

15

　
　

月
9
日
か
ら　

日
ま
で
、
秋

11

15

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
割

合
を
み
る
と
、　

歳
以
上
の
高
齢

65

者
が
約
7
割
を
占
め
て
お
り
、
そ

の
原
因
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
も
の
で
す
。　

　

住
宅
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
寝

室
や
台
所
な
ど
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
と
て
も
有
効
で

す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、

火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
防
火 
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
4
つ
の
対
策　

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検
を
執
行

　

平
成　

年
度
那
珂
川
町
消
防
団

28

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
4
7
2
人
）

通
常
点
検
が　

月　

日
、
馬
頭
運

10

30

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
、
福
島
泰
夫
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
通
常
点
検
を

開
始
し
、
馬
頭
中
学
校
少
年
消
防

隊
、
小
川
中
学
校
少
年
消
防
隊
も

消
防
団
と
と
も
に
機
敏
な
行
動
で

人
員
並
び
に
服
装
点
検
を
行
い
ま

し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
団
員
の
み
な
さ

ん
は
、
福
島
町
長
か
ら
「
消
防
団

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
町

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

た
め
日
夜
訓
練
に
励
ま
れ
整
然
と

今
日
の
点
検
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
火
災
の
発

生
し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
研
鑽
を
重
ね
、

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
ご

努
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
訓
示

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
井
団
長
か
ら
は
、「
今

後
の
活
動
で
消
防
団
の
隆
盛
を
図

り
な
が
ら
研
鑽
を
積
ん
で
、
前
へ

前
へ
と
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

点
検
後
、
役
場
前
通
り
に
お
い

て
分
列
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

　
（
敬
称
略
）

模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

第
4
分
団
分
団
長　

大
金　

忠
夫

※
氏
名
の
下
は
所
属
名

功
績
章

第
2
分
団
分
団
長　

大
金　

貴
之

第
4
分
団
分
団
長　

大
金　

忠
夫

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

勤
続
章
（　

年
）

35

団
長　

荒
井　
　

諭

勤
続
章
（　

年
）

25

安
藤　

修
一
⑺　

荒
井　

一
博　
1-5

永
山　

陽
一　
　

塚
原　

貴
之　

3-4

5-4

磯　
　

伸
宏　
　

水
野　

壽
一　

5-4

7-3

勤
続
章
（　

年
）

20

荒
井
雄
二
郎
⑴　

市
川　

秀
一　
1-1

深
澤　

美
和　
　

薄
井　

幸
夫　

1-6

2-1

塚
田　

武
徳　
　

大
金　

邦
博　

2-2

2-3

谷
田　

知
教　
　

谷
田　

克
彦　

4-1

4-1

中
津
原　

保　
　

鈴
木　

愁
一　

4-4

7-3

勤
続
章
（　

年
）

15

森　
　
　

隆　
　

菊
池　

和
之　

1-4

1-4

齋
藤　

未
里　
　

五
十
嵐
健
之　

1-5

1-6

田
邊　

秀
樹　
　

鈴
木　

浩
史　

1-6

2-1

益
子　

友
和　
　

和
地　

正
則　

2-1

2-1

和
知　

正
城　
　

髙
野　

曜
路　

2-1

2-2

和
田　

知
則　
　

小
室　

達
夫　

2-4

2-4

宮
岡　

直
行　
　

長
山　

康
志　

2-4

3-2

菊
池　
　

泉　
　

直　
　
　

学　

3-4

3-4

磯　
　

大
助　
　

岸　
　

雅
史　

4-1

4-1

鈴
木　

宏
之　
　

川
上　
　

護　

4-3

5-1

高
野　

陽
水　
　

佐
藤　

将
久　

5-2

5-4

小
祝　

進
一　
　

山
口　

英
寿　

6-2

6-2

村
井　

政
史　
　

穴
山　

栄
雄　

6-3

6-3

佐
藤　

康
隆　
　

橋
本　
　

賢　

6-4

7-2

小
池　

里
志　
　

滝
童
内　

裕　

7-2

7-3

勤
続
章
（　

年
）

10

磯
田　

昇
児　
　

直
井　

俊
邦　

1-1

1-1

露
久
保　

諭　
　

田
島　

隆
広　

2-1

2-1

岡   　

孝
幸　
　

佐
藤　

綾
則　

2-2

2-3

渡
邉　

通
男　
　

笹
沼　

永
一　

3-1

3-2

武
士　

尚
仁　
　

菊
池
謙
一
郎　

3-3

3-4

岡
崎　
　

篤　
　

髙
野　

佑
哉　

4-1

4-2

石
田　

祐
也　
　

髙
野　

寿
人　

4-3

4-3

鈴
木　

雅
仁　
　

板
山　

祐
太　

4-5

5-3

大
野　
　

勉　
　

大
金　

宣
之　

6-2

6-4

小
口　

健
志　
　

杉
本　

卓
也　

7-1

7-1

関
根　
　

聡　
7-3

町
長
表
彰

功
績
表
彰
（
優
良
分
団
）

第
1
分
団
第
6
部

第
2
分
団
第
2
部

第
3
分
団
第
2
部

永
年
勤
続
功
労
表
彰

（
本
部　

年
、
分
団　

年
以
上
）

30

25

団
長　

荒
井　
　

諭

安
藤　

修
一
⑺　

荒
井　

一
博　
1-5

永
山　

陽
一　
　

塚
原　

貴
之　

3-4

5-4

磯　
　

伸
宏　
　

水
野　

壽
一　

5-4

7-3

永
年
勤
続
退
職
表
彰（　

年
以
上
）

20

　

は
勤
続
年
数

（　）

吉
澤　

通
夫　
　

菊
地　

昭
夫　

（31）

（31）

小
森　

隆
文　
　

斎
藤　

健
一　

（29）

（27）

阿
久
津
俊
一　
　

菊
地　

浩
実　

（27）

（24）

磯　
　

康
成　
　

笹
沼　

賢
一　

（23）

（23）

成
田　

一
則　
　

川
上　

賢
二　

（23）

（23）

武
石　

良
広　
（22）

消
火
協
力
者

小
幡　

悦
喜（
松
野
）

小
幡
み
さ
子（
松
野
）

小
川　

泰
子（
松
野
）

小
室　

秀
子（
松
野
）

吉
田　

純
子（
小
川
）

薄
井
イ
ツ
子（
小
川
）

薄
井　

武
雄（
小
川
）

北
関
東
サ
ン
ロ
ー
ド
株
式
会
社

（
宇
都
宮
市
）

団
長
表
彰

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

塙　
　

里
美（
馬
頭
）

笠
井　

智
子（
大
那
地
）

大
金　

春
美（
小
砂
）

鈴
木
由
紀
子（
富
山
）

川
上　

裕
子（
小
川
）

渋
谷　

栄
子（
小
川
）

時
庭
ま
ち
子（
谷
田
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

栃
木
北
東
地
区
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
は
、
皆
様
の
安
心
安
全
の

た
め
、
火
災
情
報
メ
ー
ル
の
配
信

を
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
、左
記
の「
住
民

向
け
災
害
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
」

に
登
録
い
た
だ
き
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

登
録
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

○
登
録
方
法

　

携
帯
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
等
に
左

記
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、

ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力
し
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

Q
R
コ
ー
ド

直
接
入
力
用
ア
ド
レ
ス

t-nasu-119@
sg-m

.jp

問
い
合
わ
せ

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部

緯
0
2
8
7（
8
2
）2
0
0
9

栃
木
県
消
防
協
会

南
那
須
支
部
長
表
彰

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）

第
2
分
団
第
3
部

功
績
章

大
金　

好
美
⑴　

大
金　

政
弘
⑶

大
金　

忠
夫
⑷　

山
﨑　
　

純
⑺

兄
弟
消
防
団
員
表
彰

大
森　

詠
亮　
5-2

滝　
　

友
弥（
那
須
烏
山
市
消
防
団
）

滝　
　

祥
平（
那
須
烏
山
市
消
防
団
）
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1
0
0
歳
の
お
祝

1
0
0
歳
の
お
祝
いい
藤
田　

泰
助
さ
ん（
小
砂
）

川
上　

絹
江
さ
ん（
小
川
）

檜
山　

ハ
ナ
さ
ん（
小
川
）

福
島
町
長
か
ら

　

花
束
と
お
祝
い
の
品
贈
呈

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

大
正
5
年　

月　

日
生
ま
れ
の
藤
田
泰
助

10

17

さ
ん（
小
砂
）は
、
若
い
こ
ろ
は
戦
争
に
行
っ

て
、
大
変
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

　
　

代
か
ら
立
派
な
ひ
げ
を
た
く
わ
え
て
い

30
る
藤
田
さ
ん
は
、　

歳
に
な
る
奥
様
も
お
元

92

気
で
、
家
族
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
健
康
の
秘
訣
は
、「
何
で
も
よ
く
か

ん
で
食
べ
る
こ
と
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
日
に
は
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
ひ
孫

さ
ん
が
集
ま
り
百
寿
の
お
祝
い
を
し
た
そ
う

で
、
ひ
孫
さ
ん
た
ち
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

さ
れ
る
と
、
あ
り
が
と
う
と
嬉
し
そ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

大
正
5
年　

月　

日
生
ま
れ
の
川
上
絹
江

10

20

さ
ん（
小
川
）は
、
若
い
こ
ろ
は
夫
婦
で
養
蚕

を
し
て
い
た
そ
う
で
、
お
こ
さ
ま（
お
か
い

こ
さ
ん
）が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

動
い
て
い
る
こ
と
が
好
き
な
川
上
さ
ん
は
、

「
今
で
も
庭
の
草
む
し
り
や
、
包
丁
研
ぎ
な

ど
を
し
て
い
る
」と
家
族
の
方
が
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
自
分
の
出
来
る
こ
と
は
今
で
も

自
分
で
し
て
い
る
川
上
さ
ん
は
、「
自
分
を

し
っ
か
り
持
っ
て
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や

る
こ
と
が
、長
生
き
の
秘
訣
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

大
正
5
年　

月　

日
生
ま
れ
の
檜
山
ハ
ナ

10

23

さ
ん（
小
川
）は
、
高
根
沢
町
で
生
ま
れ
、
床

屋
に
嫁
い
だ
た
め
、
そ
れ
か
ら
習
っ
て
床
屋

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
　

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
や
弓
道

60
を
始
め
て
、
弓
道
は
2
段
の
腕
前
だ
そ
う
で

す
。
毎
朝
、
光
丸
山
ま
で
走
っ
て
い
た
時
、

「
あ
ぜ
道
で
の
稲
穂
の
花
の
匂
い
が
、
ご
飯

の
炊
け
る
匂
い
と
同
じ
だ
っ
た
」と
思
い
出

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
み
ん
な
の

お
か
げ
で
1
0
0
歳
ま
で
こ
ら
れ
た
。
あ
り

が
と
う
」と
笑
顔
で
1
0
0
歳
を
迎
え
た
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
等
表
彰
式

　
　

月　

日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ

10

15

じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
町
の
自
治
・
教
育
・
文
化
・

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
、
ま
た
、
善
行
又
は

業
務
に
お
い
て
そ
の
業
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

方
を
表
彰
す
る
自
治
功
労
者
等
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
に
お
い
て
、
次
の
方
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

那
珂
川
町
特
別
功
労
者
表
彰

歴
史
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

な
す
香
様（

小
川
）

大
山
田
上
郷
見
守
り
隊
様（
大
山
田
上
郷
）

大
那
地
見
守
り
隊
様（
大
那
地
）

栃
木
県
立
馬
頭
高
等
学
校
様（
馬
頭
）

山
田
百
合
子
様（
馬
頭
）

横
山　

武
夫
様（
松
野
）

箱
石
シ
ツ
イ
様（
谷
川
）

株
式
会
社
丸
仁
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役
社
長　

山
城　

興
英
様

（
東
京
都
港
区
）

飯
塚　

キ
ヨ
様（
東
京
都
文
京
区
）

那
珂
川
町
高
額
寄
附
者
感
謝
状

國
安　

隆
夫
様（
吉
田
）

井
面　

紀
子
様（
馬
頭
）

鈴
木　

陽
子
様（
小
川
）

木
村　
　

透
様（
馬
頭
）

山
本　

栄
二
様（
那
須
塩
原
市
）

那
珂
川
町
自
治
功
労
者
表
彰
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田
代
孝
雄
氏
に

瑞
宝
双
光
章

　

本
年
8
月
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
元
馬
頭

町
立
小
口
小
学
校
長　

田
代
孝
雄
氏（
谷
川
）

は
、
長
年
の
教
育
行
政
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
代
氏
は
、
昭
和　

年
に
教
職
に
就
か
れ
、

24

以
来
、
馬
頭
町
立
小
口
小
学
校
長
を
退
職
す

る
ま
で
、
初
・
中
等
教
育
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す

　

平
成　

年　

月
1
日
付
け
で
、
長
山
宣
弘

28

10

氏
（
久
那
瀬
・
再
任
）
が
法
務
大
臣
よ
り
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
る
こ
と
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
。

栃
木
県
交
通
安
全
高
齢
者

自
転
車
大
会　

武
茂
支
部
が
優
勝

　

第
6
回
栃
木
県
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車

大
会
が　

月　

日
に
鹿
沼
総
合
体
育
館
で
開

10

13

催
さ
れ
、
那
珂
川
交
通
安
全
協
会
武
茂
支
部

と
し
て
、
平
山
充
さ
ん（
富
山
）、
小
口
英
男

さ
ん（
松
野
）、
露
久
保
フ
ヂ
子
さ
ん（
久
那

瀬
）、
高
野
美
佐
雄
さ
ん（
富
山
）が
出
場
し
、

団
体
の
部
で
優
勝
を
し
ま
し
た
。
那
珂
川
交

通
安
全
協
会
と
し
て
は
、
2
年
連
続
の
団
体

の
部
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
平
山
充
さ
ん
が
優
勝
、

高
野
美
佐
雄
さ
ん
が
4
位
、
小
口
英
男
さ
ん

が
5
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

栃
木
県
知
事
盃
争
奪
ゴ
ル
フ
競
技
大
会

吉
川
姉
妹
優
勝
・
準
優
勝

　

9
月　

日
に
那
須
国
際
C
C
で
開
催
さ
れ

21

た
、
第　

回
栃
木
県
知
事
盃
争
奪
ゴ
ル
フ
競

51

技
大
会
一
般
女
子
の
部
に
お
い
て
、
吉
川
桃

選
手（
和
見
・
日
の
出
高
校
3
年
）が
優
勝
、

妹
の
く
る
み
選
手（
馬
頭
中
3
年
）が
準
優
勝

し
、　

月　

日
町
長
室
に
報
告
に
訪
れ
ま
し

10

19

た
。

　

桃
選
手
は
、「
来
年
は
プ
ロ
テ
ス
ト
に
挑

戦
し
、
日
本
ツ
ア
ー
で
活
躍
し
て
、
ア
メ
リ

カ
で
も
通
用
す
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た

い
」
と
目
標
を
話
し
ま
し
た
。
妹
の
く
る
み

選
手
は
、「
来
年
は
高
校
生
に
な
る
の
で
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
と
思
う
が
、
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
、
高
校
生
で
タ
イ
ト

ル
を
取
り
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・

関
東
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
出
場

　

大
田
原
女
子
高
等
学
校
3
年
生
の
永
森
茜

希
さ
ん（
小
川
）と
2
年
生
の
小
森
夏
希
さ
ん

（
三
輪
）が
、
9
月　

日
に
宇
都
宮
市
で
行
わ

10

れ
た
第　

回
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高

22

等
学
校
の
部
B
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま

た
、
1
年
生
の
稲
澤
な
つ
み
さ
ん（
三
輪
）と

岡
崎
凜
花
さ
ん（
小
川
）、
和
知
菜
穂
さ
ん

（
北
向
田
）は
、
9
月　

日
に
千
葉
県
で
行
わ

18

れ
た
第　

回
関
東
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学

71

校
A
部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

2
年
連
続
東
日
本
大
会
へ
出
場
し
た
永
森

さ
ん
は
、「
今
年
は
、
3
年
生
と
し
て
最
後
の

大
会
で
、
思
い
入
れ
も
強
い
大
会
だ
っ
た
が
、

自
分
と
し
て
は
、
と
て
も
い
い
形
で
演
奏
で

き
て
、
去
年
よ
り
い
い
結
果
を
残
す
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
と
て
も
い
い
大
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

桃選手 くるみ選手

高野さん
平山さん

永森さん 稲澤さん 岡崎さん
小森さん 和知さん

小口さん
露久保さん

鈴木さん
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新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工

事
計
画
に
従
い
順
調
に
工
事
を
進
め
て
い
る

所
で
す
が
、　

月
1
日
現
在
に
お
け
る
工
事

10

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

月
1
日
現
在　

進
捗
率　
　
・
4
％

10

46

平
成　

年
3
月
末
完
成
予
定

29

中央階段

議場屋根景観

サッシ取付状況

　

工
事
現
場
近
隣
の
住
民
の
皆
様
並
び
に
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
ご
利
用
の
皆
様
に

は
、
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
那
珂
川
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
庁
舎
整
備
担
当

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

新庁舎全景（ドローン撮影）

屋根垂木取付状況

完成イメージ図
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謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 　

那
珂
川
町
議
会
議
員
橋
本
操
様（　

歳
）が
、
去
る　

66

10

月
8
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
人
は
、
平
成　

年
か
ら
小
川
町
議
会
議
員
を
1
期
、

15

那
珂
川
町
議
会
議
員
を
4
期
務
め
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
委
員
長
や
教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
町
商
工
会
理
事
、
小
川
商
工
会
会
長
、

那
珂
川
町
商
工
会
副
会
長
な
ど
を
務
め
、
商
工
業
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　
　

月
4
日（
日
）午
後
1
時　

分
～

12

30

（
開
場　

時　

分
～
）

12

30

場
所　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

第
1
部　

那
珂
川
町
小
中
学
生
人
権
標
語
表
彰
式

第
2
部　

講
演
会 
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

演
題　
「
あ
な
た
だ
け
の
羅
針
盤
～
自
分
を
信
じ
て
～
」

講
師　シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

那
珂
川
町
ふ
る
さ
と
大
使

那
珂
川
町
の
歌
「
心
は
ふ
る
さ
と
～
那
珂
川
町
～
町
う
た
」
を
制
作　
 

入
場
料　

無
料

※
託
児
・
手
話
通
訳
あ
り
。

託
児
を
ご
利
用
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
6

住
民
生
活
課　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

特
別
弔
慰
金
の

国
債
交
付
が
遅
れ
て
い
ま
す

　

第
十
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
の
申
請
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
、
現
在
、
各
都
道
府
県
及
び
国
で

裁
定
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
全
国
的

に
国
債
の
交
付
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
請

求
後
、
最
大
1
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
か
ら
の
裁
定
通
知
及
び
国
債

交
付
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次
ご
案
内
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
期
限
は
平
成　

年
4
月
2
日

30

（
月
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
請
期
限
を
過

ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
資
格
を

有
す
る
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

総
合
窓
口
課

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
1

年
金
の
予
約
相
談
に
つ
い
て

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、　

月
か
ら
全
国
の

10

年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予
約
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
年
金
請

求
の
手
続
き
や
、
受
給
し
て
い
る
年
金
に
つ

い
て
の
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
予

約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
予
約
相
談
の
メ
リ
ッ
ト

1　

お
客
様
の
都
合
に
あ
わ
せ
て
、
ス
ム
ー

ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

2　

相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前

に
準
備
の
う
え
、
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

※
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
時
間
ど
お
り
に

案
内
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
予
約
相
談
の
で
き
る
時
間

平
日
の
午
前
8
時　

分
～
午
後
4
時

30

○
予
約
受
付
等
に
つ
い
て

1　

相
談
希
望
日
の
1
ヵ
月
前
か
ら
前
日
ま

で
受
付
で
き
ま
す
。

2　

予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か

る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準
備
く
だ

さ
い
。

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
予
約
専
用
電
話
番
号（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

緯
0
5
7
0（
0
5
）1
1
6
5

※
那
珂
川
町
の
管
轄
は
宇
都
宮
東
年
金
事
務

所
に
な
り
ま
す
が
、
最
寄
の
年
金
事
務
所

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

宇
都
宮
東
年
金
事
務
所

緯
0
2
8（
6
8
3
）3
2
1
1

....

馬
頭
西
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

　

現
在
、
統
合
方
針
に
基
づ
き
、
平
成　

年
30

4
月
を
目
標
に
統
合
に
係
る
保
護
者
説
明
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
4

ななななななななななななななななななななな
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ががががががががががががががががががががが
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学

な
か
が
わ
町
民
大
学
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら

那
珂
川
町
人
権
フ
ェ
ス
タ 
開
催
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

な
か
が
わ
町
民
大
学

な
か
が
わ
町
民
大
学
＆＆

那
珂
川
町
人
権
フ
ェ
ス
タ
開
催
の
お
知
ら

那
珂
川
町
人
権
フ
ェ
ス
タ 
開
催
の
お
知
ら
せせ

工
藤　

慎
太
郎
氏



　

平
成
28
年
度
上
半
期
予
算（
平

成
28
年
9
月
30
日
現
在
）の
執
行

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
町
民
の
皆
様
に
町
の

財
政
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、町

づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
、

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
な
ど

か
ら
交
付
さ
れ
た
補
助
金
、地
方
交

付
税
な
ど
の
収
入
、そ
れ
に
支
出
の

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します町の財政状況を公表します

（前年度繰越　5億5,360万円含む）

（平成28年度上半期分）

一般会計予算　109億5,960万円

その他の内訳
寄付金
地方譲与税
ゴルフ場利用税交付金
財産収入
自動車取得税交付金
地方特例交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
配当割交付金

　　　　　計

573万円
2,742万円
1,926万円
786万円
660万円
421万円
50万円
65万円
149万円

7,372万円

歳入総額
58億3,977万円

地方交付税
24億5,255万円

町税
13億1,271万円

国庫支出金
2億279万円

繰越金
2億9,767万円

繰入金
11億6,549万円

地方消費税交付金
1億7,023万円

分担金及び交付金
5,284万円

使用料及び手数料
4,569万円

県支出金
4,119万円

その他
7,372万円

諸収入
2,489万円

歳 入
収入率
53.3％

歳出総額
41億9,279万円

民生費
10億5,656万円

教育費
4億316万円

公債費
4億3,135万円

総務費
10億7,674万円

衛生費
3億1,019万円

土木費
3億201万円

商工費
2億3,176万円

消防費
2億1,346万円

農林水産業費
1億1,658万円 議会費

5,098万円

歳 出
執行率
38.3％

支出率支出済額収入率収入済額予算額会計名
34.9%1億6,670万円51.2%2億4,475万円4億7,800万円ケーブルテレビ事業特別会計①
45.2%11億3,902万円44.7%11億2,606万円25億2,065万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計②
25.9%5,211万円30.2%6,069万円2億100万円後期高齢者医療特別会計③
39.1%7億4,048万円48.1%9億1,016万円18億9,400万円介 護 保 険 特 別 会 計④
37.4%1億2,033万円58.7%1億8,907万円3億2,200万円下 水 道 事 業 特 別 会 計⑤
34.6%1,763万円60.6%3,090万円5,100万円農業集落排水事業特別会計⑥
23.3%5,936万円43.0%1億964万円2億5,500万円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計⑦
40.1%22億9,563万円46.7%26億7,127万円57億2,165万円計

特 別 会 計
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町の財政状況を公表します
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那
珂
川
町
職
員
採
用
試
験

（
二
次
募
集
）案
内

　

平
成　

年
4
月
1
日
採
用
の
那
珂
川
町
職

29

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
般
事
務
B　

1
名

・
昭
和　

年
4
月
2
日
か
ら
平
成　

年
4

56

11

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
等

学
校
卒
業
又
は
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

・
自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
介
助
者
な
し

に
一
般
事
務
職
と
し
て
職
務
遂
行
が
可

能
な
者

・
活
字
印
刷
の
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で

き
る
者

・
視
覚
機
能
障
害
、
聴
覚
機
能
障
害
、
音

声
・
言
語
機
能
障
害
、
内
部
機
能
障
害

ま
た
は
肢
体
不
自
由
者
で
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
、
聴
覚

機
能
障
害
に
お
い
て
は
、
補
正
器
具
等

の
使
用
に
よ
り
通
常
の
電
話
や
窓
口
の

応
対
に
対
応
で
き
る
者

保
育
教
諭　

2
名
程
度

・
昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

61

者
・
保
育
士
資
格
取
得
者
ま
た
は
資
格
取
得

見
込
み
の
者
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
教
諭

2
種
免
許
状
以
上
取
得
者
又
は
取
得
見

込
み
の
者

保
健
師　

1
名

・
昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

61

者
・
保
健
師
資
格
取
得
者
又
は
資
格
取
得
見

込
み
の
者

職
種
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

第
1
次
試
験

試
験
日　
　

月
3
日（
土
）

12

場
所　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

す
こ
や
か
共
生
館

試
験
内
容　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
適
応

性
検
査

第
2
次
試
験

試
験
日　
　

月　

日（
金
）

12

16

場
所　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

す
こ
や
か
共
生
館

試
験
内
容　

口
述
試
験（
保
育
教
諭
は
ピ
ア

ノ
演
奏
等
の
実
技
試
験
あ
り
）、

健
康
検
査（
診
断
書
提
出
）

受
付
期
間

　

月　

日（
金
）～　

月　

日（
金
）　

10

21

11

18

午
前
8
時　

分
～
午
後
5
時　

分

30

15

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
、　

月　

日
消
印
有
効

11

18

申
込
用
紙
請
求
方
法

・
本
庁
総
務
課
又
は
小
川
庁
舎
総
合
窓
口
課

に
お
い
て
配
布
し
ま
す
。

・
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
1
2

0
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒（
A
4
サ
イ
ズ
）を
同
封
の
う
え
左
記

ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

〒
3
2
4−

0
6
9
2

那
珂
川
町
馬
頭
4
0
9
番
地

那
珂
川
町
役
場
総
務
課
行
政
係　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

栃
木
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

告
示
日　

平
成　

年　

月
3
日（
木
）

28

11

投
票
日　

平
成　

年　

月　

日（
日
）

28

11

20

　
　
　
　

午
前
7
時
～ 
午
後
7
時

期
日
前
投
票　

●
期
間　
　

月
4
日（
金
）～　

日（
土
）

11

19

●
時
間　

午
前
8
時　

分
～
午
後
8
時

30

●
場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
馬
頭
期
日
前
投
票
所
）

小
川
公
民
館　

（
小
川
期
日
前
投
票
所
）

※　

月
4
日
か
ら
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

11投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
で
投
票
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

投
票
日
当
日
の

投
票
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　

今
回
の
栃
木
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
投

票
日
当
日
の
投
票
終
了
時
間
が
1
時
間
繰
り

上
げ
ら
れ
、
午
後
7
時
ま
で
に
変
わ
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
日
当
日
、
仕
事
、

旅
行
、
外
出
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、

　

月
4
日（
金
）か
ら　

日（
土
）ま
で
期
日
前

11

19

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

午
前
7
時
か
ら 
午
後
7
時
ま
で

対
象
投
票
所　

町
内
す
べ
て
の
投
票
所

　

詳
し
く
は
、
那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書「
語
り
つ
ぐ
戦
争　

と
ち
ぎ
戦
後　

年
」

70

匿
名（
大
山
田
上
郷
）

○
地
域
振
興
基
金
へ

1
万
円　

奥
野　

秀
行
様（
群
馬
県
高
崎
市
）

1
万
円　

癸
生
川
研
一
様（
東
京
都
大
田
区
）

2
万
円　

染
谷　
　

勇
様（
千
葉
県
野
田
市
）

1
万
円　

細
田　
　

彰
様（
東
京
都
豊
島
区
）

2
万
円　

須
田　

堅
一
様（
埼
玉
県
川
島
町
）

2
万
円　

神
子　

弘
明
様（
矢
板
市
）

2
万
円　

高
尾　

義
輝
様（
茨
城
県
結
城
市
）

○
福
祉
基
金
へ

5
万
円　

田
代　

真
一
様（
久
那
瀬
）

1
万
円　

下
村　

紘
希
様（
埼
玉
県
新
座
市
）

2
万
円　

藤　
　

史
明
様（
東
京
都
日
野
市
）

2
万
円　

笹
沼
喜
美
男
様（
東
京
都
板
橋
区
）

○
教
育
文
化
基
金
へ

2
万
円　

羽
田　

英
夫
様（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

1
万
円　

堤　
　

洋
一
様（
福
岡
県
宗
像
市
）

○
教
育
文
化
基
金（
美
術
館
）へ

5
万
円　

笹
沼　

忠
様（
馬
頭
）

○
奨
学
基
金
へ

1
万
円　

甲
斐　
　

薫
様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円 
益
子　

和
弘
様（
健
武
1
0
5
回
）

3
万
3
千
円　

木
の
香
り
I
S
ホ
ー
ム
磯
建
築
㈱

並
び
に
I
S
ホ
ー
ム
明
翔
会

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名（
5
0
4
回
）

寄
贈【　
月　

日
受
付
分
ま
で
】

１０

２０
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平成28年分　青色決算説明会及び白色決算説明会のお知らせ
　氏家税務署では、青色申告決算書（収支内訳書）の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、下記のと
おり説明会を開催します。対象地区以外の会場でも出席できますので、ご都合に合わせてご出席ください。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

平成28年分　年末調整説明会のお知らせ
　「平成28年分給与所得者の年末調整事務及び法定調書の書き方等」についての説明会を下記のとおり開催し
ます。都合の良い会場にお越しください。

【問い合わせ】　氏家税務署（個人課税第一部門）　緯028-682-3313（ダイヤルイン）
※決算説明会に関するご相談である旨をお伝えください。

①11月21日（月）
②11月22日（火）
③11月24日（木）

④11月25日（金）

那須烏山市烏山公民館
矢板市文化会館　小ホール
小川総合福祉センター
すこやか共生館
さくら市氏家公民館

※時間はいずれも午後　時～　時2 4
※説明会にお越しの際は、11月上旬にお送りした資
料をお持ちください。

【問い合わせ】氏家税務署　法人課税部門
　　　　　　　緯028-682-3311　
※自動音声案内の「　」をお選びください。2

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。平成28
年　月　日から12月31日までに納付した保険料が対1 1
象です。この社会保険料控除を受けるためには、納付
したことを証明する書類の添付が義務付けられていま
す。
　このため、平成28年　月　日から　月30日までの間1 1 9
に国民年金保険料を納付された方については、「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年11月上
旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調
整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）
を添付してください。
　また、10月　日から12月31日までの間に今年はじめ1

て国民年金保険料を納付された方については、平成29
年　月上旬に送付されます。2
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告し
てください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
てのご照会は、下記の番号にお問い合わせください。
【ねんきん加入者ダイヤル】
（平成28年11月　日～平成29年　月15日）1 3
緯0570-003-004（ナビダイヤル）
※050から始まる電話でおかけになる場合は
緯03-6630-2525

【青色決算説明会】
対象地区会　場対象の方開催時間開催日
矢板市
塩谷町矢板市文化会館（小ホール）

農業所得の方午前10時～12時12月1日
（木） 営業等・不動産所得の方午後2時～4時

那須烏山市
那珂川町

那珂川町小川総合福祉センター
（あじさいホール）農業所得の方午前10時～12時

12月6日
（火） 那珂川町小川総合福祉センター

すこやか共生館（多目的集会室）営業等・不動産所得の方午後2時～4時

さくら市
高根沢町さくら市氏家公民館（ホール）

農業所得の方午前10時～12時12月12日
（月） 営業等・不動産所得の方午後2時～4時

【白色決算説明会】
対象地区会　場対象の方開催時間開催日

全市町さくら市
氏家公民館（第4・5研修室）

農業所得の方午前10時～12時12月7日
（水） 営業等・不動所得の方午後2時～4時
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償
却
資
産
を
所
有
す
る
皆
様
へ

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産
に
は
、

土
地
、
家
屋
の
他
に
事
業
の
た
め
に
用
い
る

償
却
資
産（
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備
品
等
、

他
の
地
方
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
事
業
用

資
産
）が
あ
り
ま
す
。
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方（
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、

農
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
）は
、
毎
年
、

1
月
1
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に

つ
い
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
地

方
税
法
第
3
8
3
条
）。
本
年
度
分
の
申
告

を
さ
れ
た
方
に
は
、　

月
中
に
来
年
度
分
の

12

申
告
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
規
開
業
等

で
来
年
度
分
よ
り
申
告
さ
れ
る
方
は
、
申
告

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の

①　

構
築
物（
屋
外
広
告
物
、
舗
装
路
面（
駐

車
場
舗
装
、
構
内
舗
装
）、
固
定
資
産

税
・
家
屋
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
工

作
物
な
ど
）

②　

機
械
及
び
装
置（
太
陽
光
発
電
設
備
、

包
装
機
、
加
工
機
、
精
米
機
な
ど
）

③　

船
舶
、
航
空
機

④　

車
両
及
び
運
搬
具（
大
型
特
殊
自
動
車

な
ど
）

⑤　

工
具
、
器
具
、
備
品
等（
事
務
機
器
、
陳

列
棚
、
冷
蔵
冷
凍
庫
、
厨
房
用
品
な
ど
）

償
却
資
産
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

①　

無
形
減
価
償
却
資
産

②　

使
用
可
能
期
間
1
年
未
満
の
資
産

③　

少
額
償
却
資
産

④　

一
括
償
却
資
産

⑤　

自
動
車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
と

な
る
も
の

※
③
④
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
資
産

ご
と
の
耐
用
年
数
に
よ
り
通
常
の
減
価
償

却
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
さ
れ
た
方

　

太
陽
光
発
電
設
備
（
畜
電
装
置
、
変
電
・

送
電
設
備
を
含
む
）
で
次
に
該
当
す
る
も
の

は
、
償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
た

方
に
は
、
申
告
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
該
当
設
備
】
発
電
量　
　

以
上
で
全
量
売

10
kw

電
の
も
の

※
発
電
量　
　

未
満
で
、
自
家
使
用
後
の
余

10
kw

剰
分
が
買
取
り
の
場
合
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
2
0

家
屋
の
新
築
、増
築
及
び

取
り
壊
し
に
つ
い
て

　

平
成　

年
中
に
家
屋
の
新
築
や
増
築

28

を
し
た
場
合
、
平
成　

年
度
よ
り
固
定

29

資
産
税
が
課
税
と
な
り
ま
す
。
課
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
を
求
め
る
た
め
に

家
屋
調
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

（
一
部
解
体
を
含
む
）に
は
、
課
税
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
家
屋
滅
失
届

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

　
　
　
　
　

税
を
考
え
る
週
間

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税
の
意

義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識
と
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
1
年
を
通
じ

て
租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
毎
年　

月　

日
か
ら　

日
を
「
税
を

11

11

17

考
え
る
週
間
」
と
し
て
、
集
中
的
に
次
の
よ

う
な
広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

1　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

2　

S
N
S
を
利
用
し
た
広
報

3　

講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等
と

の
連
携

4　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
I
C
T
を

利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な
ど
へ
の

国
税
庁
の
取
組

※
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（www.nta.go.jp

）

※
国
税
分
野
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
す
る
情
報
は

（www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

）、

国
税
庁
法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト

（www.houjin-bangou.nta.go.jp

）

問
い
合
わ
せ

氏
家
税
務
署
総
務
課

緯
0
2
8（
6
8
2
）3
3
1
1

（
音
声
案
内
「
2
」）
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まんがアート科　年　川村　柊平さん1

宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

「第九を歌う会演奏会」

農
林
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
イ
ノ
シ
シ
は
餌
を

求
め
て
里
山
の
畑
や
住
宅
地
等
に
出
没
し
ま

す
。
時
に
は
山
か
ら
山
へ
と
市
街
地
を
横
切

る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

本
来
イ
ノ
シ
シ
は
警
戒
心
が
強
く
、
危
険

な
場
所
で
あ
る
市
街
地
な
ど
へ
は
出
没
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
入
れ
の
行
き
届
い

て
い
な
い
里
山
や
道
路
、
河
川
の
法
面
な
ど

は
移
動
経
路
ば
か
り
か
時
に
は
餌
場
に
も
な

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

行
動
が
続
く
こ
と
で

警
戒
心
が
薄
れ
人
を

怖
が
ら
ず
に
市
街
地

等
へ
出
没
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

見
か
け
た
際
に
は
…

①
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
。

②
大
声
で
威
嚇
し
な
い
。

③
イ
ヌ
な
ど
を
け
し
か
け
な
い
。

④
速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
て
速
や
か
に
安
全

な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
里
山
林
の
環
境
整
備
や
獣
害
対
策

事
業
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

農
林
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
3

　大人（概ね15歳以上の方）を対象とした救
急電話相談です。
相談開始日　10月17日（月）から
相談時間　毎日午後　時～10時6
電話番号　＃7111

携帯電話やプッシュ回線以外の場合
緯028-623-3344

問い合わせ　県医療政策課医療体制整備担当
緯028-623-3157

とちぎ救急医療電話相談
（大人の救急電話相談）

危
険
・
合
法
ド
ラ
ッ
グ
は
絶
対
に
N
O　
!!

合
法
と
い
っ
て
売
ら
れ
て
い
る
薬
物
の
本
当

の
怖
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ハ
ー
ブ
や
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
バ
ス
ソ
ル
ト
、

ビ
デ
オ
ク
リ
ー
ナ
ー
な
ど
と
い
っ
て
、
麻

薬
・
覚
醒
剤
以
上
に
有
害
か
も
し
れ
な
い
薬

物
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
持
・
使
用
・
購
入
等
も
禁
止

　

規
制
さ
れ
る
対
象
薬
物
の
拡
大
だ
け
で
な

く
、
平
成　

年
4
月
か
ら
、
製
造
・
輸
入
・

26

販
売
に
加
え
て
、
所
持
・
使
用
・
購
入
等
も

罰
則
付
き
で
禁
止
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
し
い
と
お
も
っ
た
ら
す
ぐ
電
話
を
！

あ
や
し
い
薬
物
連
絡
ネ
ッ
ト

緯
0
3（
5
5
4
2
）1
8
6
5

問
い
合
わ
せ

県
薬
務
課　

緯
0
2
8（
6
2
3
）3
1
1
9

　

ど
ん
な
成
分
が
入
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

ず
、
使
う
と
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
を
使
っ
て
錯
乱
状
態
に
な
り
、
ひ
き

逃
げ
や
死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
な
犯
罪
が
引

き
お
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
に
が
入
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

重
大
犯
罪
の
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
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子
育
て
の
支
援
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
等

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
）

を
募
集
し
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と

は
、
地
域
に
お
い
て
、
子
育
て
の
支
援
を
し

て
ほ
し
い
方
と
、
支
援
に
協
力
し
て
く
れ
る

方
が
、
子
育
て
に
つ
い
て
助
け
合
う
会
員
組

織
で
す
が
、
現
在
、
協
力
し
て
く
れ
る
方
の

数
が
十
分
で
は
な
く
、
支
援
の
要
望
に
お
応

え
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
支
援
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
を

中
心
に
、
随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
会
員
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
の
種
類　

※
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
か
せ
て
会
員
（
支
援
に
協
力
し
て
く
れ
る

方
）

　

町
に
居
住
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な　

歳
20

以
上
の
方

お
ね
が
い
会
員
（
支
援
を
し
て
ほ
し
い
方
）

　

町
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、
1
歳
か
ら
小

学
校
6
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

両
方
会
員

　
「
ま
か
せ
て
会
員
」と「
お
ね
が
い
会
員
」の

両
方
を
兼
ね
る
方

支
援
の
内
容　

・
お
子
さ
ん
の
送
迎
（
保
育
園
や
小
学
校
な

ど
）

・
お
子
さ
ん
の
お
預
か
り
（
保
育
園
や
小
学

校
な
ど
の
開
始
時
間
前
や
終
了
後
、
保
護

者
の
通
院
時
な
ど
）

・
そ
の
他
お
ね
が
い
会
員
の
子
育
て
に
関
し

て
必
要
な
支
援

利
用
料　

※
お
子
さ
ん
1
人
に
つ
き
一
時
間
当
た
り

・
月
曜
日
～
金
曜
日（
午
前
7
時
～
午
後
7

時
）…
6
0
0
円

・
土
・
日
・
祝
日
、
右
記
以
外
の
時
間
…

7
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯
0
2
8
7（
9
6
）5
2
2
3

子
育
て
支
援
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
5

ファミリー・サポート・センター事業の仕組み

子育て支援センター
（ファミリー・サポート・センター）

おねがい会員 まかせて会員
⑥利用料

②支援の
　打診

④支援の
　決定

③支援の
　受入れ

①支援の
　申入れ

⑤支援

「
さ
し
の
べ
て 
あ
な
た
の
そ
の
手 
い
ち
は
や
く
」

　

月
は
児
童
虐
待
防
止

11

推
進
月
間
で
す

　

親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
深
刻
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
の

児
童
は
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、

育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と

児
童
憲
章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や

か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激

し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る　

な
ど

性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す

る　

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に
放
置
す

る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行

か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う　

な
ど

オレンジリボンは、児童
虐待防止のシンボルマー
クです。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
5

あなたの1本のお電話で救われる子どもがいます。



とちおとめ25とご当地クイズ

A級食材を味わう

熱気球体験搭乗と会場の様子

ふるさと大使
「歌う海賊団ッ!」ミニライブ

なかちゃん音頭披露

ハロウイン仮装大会

お化け屋敷

広重紅葉まつり

狩り体験

南町小公園会場南南南南南南南南南南南南南南南町町町町町町町町町町町小小小小小小小小小小小小小小小公公公公公公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園園園園園園会会会会会会会会会会会会会会会場場場場場場場場場場場場場場場南町小公園会場南町小公園会場

小川総合福祉センター会場小小小小小小小小小小小小小小小川川川川川川川川川川川川川川川総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーー会会会会会会会会会会会会会会会場場場場場場場場場場場場場場場小川総合福祉センター会場小川総合福祉センター会場
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10
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間「
栃
木
県
那
珂
川
町
な
か
が
わ

元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
南

町
小
公
園
周
辺
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
会
場
と
も
、町

内
の
A
級
食
材
の
店
舗
な
ど
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
22
日
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
後
、那
珂
川
町
・
野
木
町
観
光
都
市
交
流
協
定（
ふ
く
ろ
う

協
定
）の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。野
木
町
の
町
鳥
が「
ふ
く

ろ
う
」で
あ
り
、町
内
の
鷲
子
山
上
神
社
も
ふ
く
ろ
う
を
祀
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
協
定
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。調
印

式
に
は
両
町
の
町
長
・
議
長
・
観
光
協
会
長
が
出
席
し
、協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。23
日
に
は
、歌
う
海
賊
団
ッ
！
の
メ
ン

バ
ー
7
人
と
株
式
会
社
関
東
フ
ー
ズ
取
締
役
・
営
業
部
長
川
崎

修
一
氏
、豊
島
区
職
員
大
橋
肇
氏
、ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
ク
ッ
ク
マ

ン
が
那
珂
川
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間「
栃
木
県
那
珂
川
町
な
か
が
わ

元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
南

町
小
公
園
周
辺
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
会
場
と
も
、町

内
の
A
級
食
材
の
店
舗
な
ど
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
22
日
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
後
、那
珂
川
町
・
野
木
町
観
光
都
市
交
流
協
定（
ふ
く
ろ
う

協
定
）の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。野
木
町
の
町
鳥
が「
ふ
く

ろ
う
」で
あ
り
、町
内
の
鷲
子
山
上
神
社
も
ふ
く
ろ
う
を
祀
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
協
定
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。調
印

式
に
は
両
町
の
町
長
・
議
長
・
観
光
協
会
長
が
出
席
し
、協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。23
日
に
は
、歌
う
海
賊
団
ッ
！
の
メ
ン

バ
ー
7
人
と
株
式
会
社
関
東
フ
ー
ズ
取
締
役
・
営
業
部
長
川
崎

修
一
氏
、豊
島
区
職
員
大
橋
肇
氏
、ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
ク
ッ
ク
マ

ン
が
那
珂
川
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間「
栃
木
県
那
珂
川
町
な
か
が
わ

元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
南

町
小
公
園
周
辺
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
会
場
と
も
、町

内
の
A
級
食
材
の
店
舗
な
ど
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
22
日
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
後
、那
珂
川
町
・
野
木
町
観
光
都
市
交
流
協
定（
ふ
く
ろ
う

協
定
）の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。野
木
町
の
町
鳥
が「
ふ
く

ろ
う
」で
あ
り
、町
内
の
鷲
子
山
上
神
社
も
ふ
く
ろ
う
を
祀
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
協
定
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。調
印

式
に
は
両
町
の
町
長
・
議
長
・
観
光
協
会
長
が
出
席
し
、協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。23
日
に
は
、歌
う
海
賊
団
ッ
！
の
メ
ン

バ
ー
7
人
と
株
式
会
社
関
東
フ
ー
ズ
取
締
役
・
営
業
部
長
川
崎

修
一
氏
、豊
島
区
職
員
大
橋
肇
氏
、ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
ク
ッ
ク
マ

ン
が
那
珂
川
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
町
小
公
園
周
辺
会
場
で
は
、旧
明
治
屋
の
お
化
け
屋
敷
が

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。23
日
は
な
か
ち
ゃ
ん
音

頭
の
お
披
露
目
が
あ
り
、な
か
ち
ゃ
ん
と
町
内
の
幼
稚
園
児
、

烏
山
高
校
ダ
ン
ス
部
の
生
徒
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
は
商
工
会
の
広
重
紅
葉
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

南
町
小
公
園
周
辺
会
場
で
は
、旧
明
治
屋
の
お
化
け
屋
敷
が

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。23
日
は
な
か
ち
ゃ
ん
音

頭
の
お
披
露
目
が
あ
り
、な
か
ち
ゃ
ん
と
町
内
の
幼
稚
園
児
、

烏
山
高
校
ダ
ン
ス
部
の
生
徒
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
は
商
工
会
の
広
重
紅
葉
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

南
町
小
公
園
周
辺
会
場
で
は
、旧
明
治
屋
の
お
化
け
屋
敷
が

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。23
日
は
な
か
ち
ゃ
ん
音

頭
の
お
披
露
目
が
あ
り
、な
か
ち
ゃ
ん
と
町
内
の
幼
稚
園
児
、

烏
山
高
校
ダ
ン
ス
部
の
生
徒
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
は
商
工
会
の
広
重
紅
葉
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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な
か
が
わ
元
気
フ
ェ
ス
タ
2
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1
6

栃
木
県
那
珂
川
町

　

9
月

日
に
馬
頭
南
保
育
園
、
月
1
日
に
馬
頭
中
央
保
育
園
、2
日
に
わ
か
あ
ゆ
保

育
園
、8
日
に
大
内
保
育
園
・
ひ
ば
り
幼
稚
園
・
小
川
幼
稚
園
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
っ
こ
や
か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
の
披
露

に
、保
護
者
の
方
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、来
年
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
廃
園
と
な
る
馬
頭
南
保
育
園
、大
内
保
育
園
、小
川
幼
稚
園
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

園
と
し
て
迎
え
る
最
後
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会 〜

ま
る
ご
と　

な
か
が
わ　

再
発
見
〜
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馬
頭
南
保
育
園

おべんとう　うれしいな ホ！ホ！ホ！

馬
頭
中
央
保
育
園

親子でGO！！ 力を合わせて

わ
か
あ
ゆ
保
育
園

小川幼稚園 ひばり幼稚園 大内保育園

よさこい「スクラム」 かけっこ

ココ☆ナツ

走れ！走れ！ひよこ組

大波くぐってゴー！

ひばリンピックⅡ

チャギントン出発進行

エビカニクス

南町小公園会場

小川総合福祉センター会場
　

10
月
22
日
・
23
日
の
2
日
間「
栃
木
県
那
珂
川
町
な
か
が
わ

元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」が
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
南

町
小
公
園
周
辺
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。両
会
場
と
も
、町

内
の
A
級
食
材
の
店
舗
な
ど
に
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
22
日
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
後
、那
珂
川
町
・
野
木
町
観
光
都
市
交
流
協
定（
ふ
く
ろ
う

協
定
）の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。野
木
町
の
町
鳥
が「
ふ
く

ろ
う
」で
あ
り
、町
内
の
鷲
子
山
上
神
社
も
ふ
く
ろ
う
を
祀
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
協
定
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。調
印

式
に
は
両
町
の
町
長
・
議
長
・
観
光
協
会
長
が
出
席
し
、協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。23
日
に
は
、歌
う
海
賊
団
ッ
！
の
メ
ン

バ
ー
7
人
と
株
式
会
社
関
東
フ
ー
ズ
取
締
役
・
営
業
部
長
川
崎

修
一
氏
、豊
島
区
職
員
大
橋
肇
氏
、ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
ク
ッ
ク
マ

ン
が
那
珂
川
町
の
ふ
る
さ
と
大
使
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
町
小
公
園
周
辺
会
場
で
は
、旧
明
治
屋
の
お
化
け
屋
敷
が

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。23
日
は
な
か
ち
ゃ
ん
音

頭
の
お
披
露
目
が
あ
り
、な
か
ち
ゃ
ん
と
町
内
の
幼
稚
園
児
、

烏
山
高
校
ダ
ン
ス
部
の
生
徒
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
日
は
商
工
会
の
広
重
紅
葉
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
、賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

な
か
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わ
元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

な
か
が
わ
元
気
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
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9
月
24
日
に
馬
頭
南
保
育
園
、10
月
1
日
に
馬
頭
中
央
保
育
園
、2
日
に
わ
か
あ
ゆ
保

育
園
、8
日
に
大
内
保
育
園
・
ひ
ば
り
幼
稚
園
・
小
川
幼
稚
園
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
っ
こ
や
か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
の
披
露

に
、保
護
者
の
方
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、来
年
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
廃
園
と
な
る
馬
頭
南
保
育
園
、大
内
保
育
園
、小
川
幼
稚
園
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

園
と
し
て
迎
え
る
最
後
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

9
月

日
に
馬
頭
南
保
育
園
、
月
1
日
に
馬
頭
中
央
保
育
園
、2
日
に
わ
か
あ
ゆ
保

育
園
、8
日
に
大
内
保
育
園
・
ひ
ば
り
幼
稚
園
・
小
川
幼
稚
園
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
っ
こ
や
か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
の
披
露

に
、保
護
者
の
方
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、来
年
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
廃
園
と
な
る
馬
頭
南
保
育
園
、大
内
保
育
園
、小
川
幼
稚
園
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

園
と
し
て
迎
え
る
最
後
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
24
日
に
馬
頭
南
保
育
園
、10
月
1
日
に
馬
頭
中
央
保
育
園
、2
日
に
わ
か
あ
ゆ
保

育
園
、8
日
に
大
内
保
育
園
・
ひ
ば
り
幼
稚
園
・
小
川
幼
稚
園
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
け
っ
こ
や
か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
の
披
露

に
、保
護
者
の
方
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、来
年
認
定
こ
ど
も
園

が
開
園
し
廃
園
と
な
る
馬
頭
南
保
育
園
、大
内
保
育
園
、小
川
幼
稚
園
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

園
と
し
て
迎
え
る
最
後
の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

44

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会
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9
月　

日
、　

日
に
小
砂
里
山
農
業
体

24

25

験
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
稲
刈
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、
手
刈
り

33

に
よ
る
稲
刈
り
や
は
ざ
掛
け
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
農
家
で
は
な
い
か
ら
こ
う

い
う
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
稲
を
切

る
と
き
の
ざ
く
ざ
く
と
音
が
し
て
切
れ
る

の
が
気
持
ち
よ
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
参
加
者
同
士
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
地
元
の
お
母
さ
ん
に
よ
る
手
料
理

や
イ
ノ
シ
シ
肉
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

2
年
目
3
年
目
の
参
加
と
な
る
方
は
、

小
砂
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。 棚

田
オ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ブ

稲
刈
り

　

9
月　

日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す

28

こ
や
か
共
生
館
で
、
創
生
な
か
が
わ
株
式

会
社
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
初
代
社
長

に
野
口
勝
明
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
野
口
社
長
は
、「
な
か
が

わ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会
の
活

動
か
ら
3
年
、
や
っ
と
民
間
主
導
の
会
社

が
設
立
さ
れ
た
。
0
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
に
ご
協
力
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

地
域
資
源
の
活
用
や
産
業
振
興
、
雇
用

の
創
出
を
図
る
創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社

は
、　

月
3
日
か
ら
健
武
の
旧
消
防
馬
頭

10

分
署
に
事
務
所
を
構
え
、
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

第　

回
南
那
須
地
区
音
楽
祭
が　

月
4

11

10

日
に
、
那
須
烏
山
市
立
烏
山
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
那
須
地
区
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
や
一
般
参
加
者
の
方
々
、
総
勢　

組
が

23

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
そ
の
姿

に
保
護
者
や
観
客
の
方
々
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
出
場
し
て
、
入
選（
優
秀
賞
）

し
た
学
校
は
、
県
音
楽
祭
に
出
場
し
ま
し

た
。

入
選（
優
秀
賞
）

　

馬
頭
小
学
校（
合
唱
）

　
「
旅
立
ち
の
時
」

　

馬
頭
東
小
学
校（
合
唱
）

　
「
や
さ
し
い
風
」

　

馬
頭
西
小
学
校（
合
奏
）

　
「
情
熱
大
陸
」
メ
イ
ン
テ
ー
マ

南
那
須
地
区
音
楽
祭

　
　

月
7
日
、
会
員
の
体
力
の
維
持
・
増

10
進
を
図
り
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
老
後
の
生

き
が
い
づ
く
り
と
会
員
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
運
動
会
が
、
小
川
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
小

泉
哲
也
会
長
よ
り
、「
け
が
の
な
い
よ
う
、

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
参
加
し
た　

ク
ラ
ブ
5
1
2

27

人
の
選
手
は
、
み
な
さ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い

競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
馬
頭
と
小
川
各
老
人
ク

ラ
ブ
が
一
同
に
会
し
て
の
運
動
会
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地
区
の
枠
を

超
え
て
交
流
を
深
め
な
が
ら
運
動
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
動
会

創
生
な
か
が
わ
株
式
会
社
設
立
総
会
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月
8
日
、
9
日
に
外
国
人
が
地
域
の

10
方
と
交
流
等
を
目
的
と
し
た「
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド　

那
珂
川
」の
稲

in

刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
留
学
生
や
外
国
語
指
導
助
手

（
A
L
T
）な
ど　

人
、
地
域
の
方
や
ホ
ス

26

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
な
ど
総
勢
1
2
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

8
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

留
学
生
ら
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
対
面

後
に
地
域
の
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
稲

刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
交
流
で
は
、
笹
崎
良
太
さ
ん（
芳

井
出
身
）に
よ
る
練
き
り
の
体
験
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
長
海
苔
巻
き
づ
く
り
や
餅
つ

き
、
茶
道
な
ど
、
多
く
の
体
験
を
し
て
参

加
者
は
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

外
国
人
ゲ
ス
ト
の
方
々
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
2
日
間
那
珂
川
町
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

　

那
珂
川
2
0
1
6
秋
稲
刈
り

in

　
　

月
9
日
、
自
然
の
地
形
な
ど
を
利
用

10
し
未
舗
装
の
山
野
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ（
ト
レ
ラ
ン
）が
、
小
砂
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ミ
ド
ル
コ
ー
ス（
約　

㎞
）・
シ
ョ
ー
ト

21

コ
ー
ス（
約
5
㎞
）・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
3

コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
景
色
が
き
れ
い
で
、
走
っ

て
い
て
と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
ま

た
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
話
し
、
美
し
い

村
小
砂
の
自
然
を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
完
走
後
は「
お
母
ち
ゃ
んC

afé

」

に
よ
る
か
ま
ど
炊
き
ご
は
ん
や
地
元
食
材

を
使
っ
た
心
の
こ
も
っ
た
手
料
理
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
の
疲
れ
た
体
と
心

を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

第　

回
福
祉
ま
つ
り
が
、「
福
祉
」「
ボ

11

ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
元
気
な
地
域
づ
く
り
」
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る　

団
体
が
集
い
、

36

　

月　

日
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

10

15

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
に
よ
る
お
ま
つ
り
グ
ル
メ
販

売
や
、
各
種
相
談
会
や
福
祉
体
験
、
射
的

や
金
魚
す
く
い
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

緑
化
推
進
の
「
苗
木
配
布
」
で
は
、
ア

キ
グ
ミ
が
配
布
さ
れ
、
用
意
し
た
3
0
0

本
の
苗
木
は
、
好
評
に
つ
き
全
て
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
設
立　

周
年
を
迎
え
た

10

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
功
労
さ
れ

た
6
名
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 第　

回
福
祉
ま
つ
り　

～
み
ん
な
で

１１
つ
む
ぐ
や
さ
し
い
心
と
ふ
く
し
の
輪
～

　
　

月　

日
小
川
中
学
校
1
年
生
が
、
刀

10

18

匠
の
髙
野
和
也
さ
ん（
馬
頭
）を
講
師
に
迎

え
、
た
た
ら
製
鉄
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
年
間
を
通
し
て
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
学
習
を
行
い
、
地
域

の
史
跡
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
砂
鉄
採
取

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
古
代
こ
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
「
た
た
ら
製
鉄
」

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
ふ

い
ご
で
送
風
す
る
作
業
が
一
苦
労
で
、
生

徒
た
ち
は
と
て
も
疲
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

作
業
も
終
盤
に
さ
し
か
か
る
と
、
羽
口

を
通
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
く
炎
と
流
れ

る
鉄
の
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
金
属
光
沢
を
し
た
鉄
の
部
分

が
出
て
く
る
と
、
生
徒
か
ら
は
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
力
が
一
つ
に

な
っ
て
で
き
た
生
ま
れ
た
て
の
鉄
に
、
生

徒
は
磁
石
を
く
っ
つ
け
て
、
鉄
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

町
に
学
ぶ
学
習−

た
た
ら
製
鉄

小
川
中
学
校
1
年
生

日
本
で
最
も
美
し
い
村

小
砂
ト
レ
ラ
ン
2
0
1
6
開
催
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子育て支援センター ☎0287－96－5223

問い合わせ：子育て支援課母子保健係　緯0287-92-1115

子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援課課課課課課課課課課子育て支援課 母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健係係係係係係係係係係かかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら母子保健係からのお知らせせせせせせせせせせせ

母子健康手帳交付カレンダー
　保健師と面談をした後、妊婦さんへ母子健
康手帳をお渡ししています。下記のカレン
ダーの青色に染められた月日・時間に面談が
できます。電話で予約をしてください。
　詳しくは、母子保健係へお問い合わせくだ
さい。

土金木水火月日

19日18日17日11月16日午前

午後

26日25日24日23日22日21日20日

3日2日12月1日30日29日28日27日

10日9日8日7日6日5日4日

15日14日13日12日11日

11月
11月16日（水）10:30～
☆冬の健康について☆

　感染症の流行する季節がやってきました。保
健師さんの話を聞いて、家族そろって健康に過
ごしましょう。
講師　町保健師
申し込み　11月11日（金）まで

12月

12月14日（水）10:30～
☆親子手芸教室☆

　何を作るかはおたのしみ
講師　石川　美奈子先生
申し込み　12月9日（金）まで　先着15組

12月7日（水）10:30～
☆子育て相談☆

　子育ての中で心配なこと、困っていることなど、ど
んなことでも大丈夫。今月も、笑顔の素敵な大喜先生
に話を聞いてもらいましょう。
講師　大喜　正昭先生
申し込み　12月2日（金）まで　先着4名

　12月はスクラップブッキングです。赤ちゃんの写真を可愛
くデコレーションして残しませんか。
日時　12月20日（火）　午前10時～11時30分
場所　健康管理センター
持ち物　写真　～　枚　3 5

シールやマスキングテープなど飾りたいもの
料金　材料代100円

きらきらベビークラス

あそびにきてね

子育て支援センターは、
0歳から就学前までのお子様とご家族の
方が遊べる場です。子育て中の仲間と遊
んだり、おしゃべりしたり、楽しい時間
を過ごしませんか?
利用日時：月曜日〜金曜日
9：00〜17：0011月30日（水）10:30～

☆なっきーショー☆

　いつも元気いっぱいのなっきーさん。みんな
でショーを楽しみながら、元気を分けてもらい
ましょう。
講師　なっきーキッズステーション
　　　夏目　敬子先生
申し込み　11月25日（金）まで

☆みんなであそぼう☆
（10：30～）

11月18日（金）2歳児!!
11月25日（金）3歳児!!
12月 2日（金）0歳児!!
12月 9日（金）1歳児!!

　☆おおきくなったかな?☆

11月21日（月）～
　　　　　25日（金）

～お知らせ～
　きらきらベビークラス終了後に、地域おこし協力隊によ
るママランチ（400円）を提供しています。ママ同士で情報
交換をしながら、産後の体を考えたランチはいかがですか。
※ランチは先着15組限定です。希望される場合は、申し込
み時にお伝えください。

（身長・体重測定（身長・体重測定））
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

Vol.12

食べる地域おこし

【冬の食べる養生】
◇乾燥を防ぎ身体を潤す食材
小松菜、りんご、柿、黒豆、胡麻、蜂蜜、豆腐
→おすすめレシピ「小松菜と豆腐の味噌汁」

◇背中がぞくぞくする時におすすめ！寒氣を吹き飛ば
す食材

ニラ、ねぎ、生姜、唐辛子、山椒、胡桃、シナモン
→おすすめ茶「生姜シナモン紅茶」
市販の生姜紅茶にシナモンパウダーをふりかけてど
うぞ。

◇冷え予防に！身体の温める力を引き出す食材
もち米、うるち米、自然薯、栗、胡桃、鶏肉
→おすすめレシピ「自然薯炊き込みごはん」
いつものお米にさいの目に切った自然薯を加えて炊
くだけ、ごま塩をかけてどうぞ。

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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　血液中の糖（ブドウ糖）の値が常に高い状態になる
病気です。高血糖の状態が続くと、血管がダメージを
受けて動脈硬化が進行し、網膜症、腎症、神経障害、
脳梗塞、心筋梗塞などの合併症を引き起こします。
　町の統計を見ると、ここ5年間の糖尿病の件数も
年々増加しています。

保健師コラム

◆どんな病気？

　健康な体を保つためにも、仕事や家庭生活を見直し、
充実した生き方を選んでいきたいものです。
問い合わせ　健康管理センター　緯0287-92-1188

　チェックが多いほど糖尿病にかかりやすいので注意
しましょう。
□太っている
□食べ過ぎている
□野菜や海草類をあまり食べない
□朝食は食べない
□お酒をたくさん飲む
□ドリンク剤をよく飲む
□おやつを必ず食べる
□甘いものが好き
□運動不足である
□油っこいものが好き
□夕食が遅く多く食べる
□食事時間が不規則
□40歳以上である
□ゆっくり休めない
□ストレスがたまっている
□妊娠中に血糖値が高いと言われたことがある
□家族や親せきに糖尿病の人がいる

◆糖尿病チェック

　このところ朝晩ぐんと冷えるようになりました、み
なさまいかがお過ごしでしょうか。紅葉の美しい時期
ですが暦の上では11月　日が立冬で冬のはじまり、旺7
盛だった草も勢いをひそめ、　大寒に向かってゆった
りと静かに季節が移ろいます。自然によって生かされ
ている私たち人間も自然の一部、私たちの心身も季節
に合わせ変化していくことが大切。冬の養生は、いつ
もの基本の養生に加え「体を温かく包んでゆっくりと
休む、冷えと乾燥の予防がポイント」です。冬は身体
を養い補うのに一番よい季節、師走まで約　か月少し1
早めの冬支度でゆったりと健やかに冬を楽しみましょ
う。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

11月は、糖尿病予防、重症化予防月間です

　食事を見直したい、何を食べたら良いのかわからな
いなど、気軽にご相談ください。

◆町では、管理栄養士による個別栄養相談を月
　回、実施しています。（予約制）1

◇普段の食事に気をつけましょう。
・食事は　食、規則的に。3
・食べ過ぎない、間食はしない。
・脂っぽいものを食べすぎない。
・野菜、海藻、きのこなど食物繊維を多くとる。
◇積極的に体を動かしましょう。
・最初の運動として、身近なウオーキングから始めてみる。
・仲間と一緒に運動する機会をつくる。
・日常生活の中で、できるだけ歩く機会をつくる。
・テレビを見ながらストレッチや体操をする。
・携帯電話やスマートフォンの、歩数計アプリを利用する。
・週　回以上、　 回30分以上の息がはずむ程度。2 1
・子どもと一緒に、外遊びやスポーツを楽しむ。
・仲間と一緒にハイキングや山登りを楽しむ。

◆糖尿病の予防のポイント

　町の特定健診（国保加入の方）や事業所健診はお済み
ですか。まずは、自分の体を知ることが大切です。
　血糖値が、「高い」「少し高め」と言われたら、「まだ
大丈夫」とそのままにせず、必ず医療機関を受診する
ようにしましょう。
　健診が済んでいない方は、健診の受診をお勧めします。

◆年に　回は健診受診1
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

小川図書館 11月13日～12月17日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時5

☎0287-96-2335

土金木水火月日
19181716151413
26252423222120
3212/130292827
10987654
171615 14 131211

小川おはなし会
読み聞かせボランティア募集
　小川おはなし会のボランティアとして協力していた
だける方を募集しています。子どもたちに絵本の楽し
さを伝えてみませんか。
・活動日：毎月第一土曜日
・時　間：午前10時30分～（おはなし会・当番制）
・興味のある方は図書館のカウンターか、電話でお問
い合わせください。　緯0287-92-5015（馬頭図
書館）

小川おはなし会
・12月3日（土）　午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、ペットボトルで「オリジナルス
ノーボール」を作ります。

こどもとしょかんまつり
～おはなしキャラバンがやってくる～

・11月19日（土）　午後　時～　時1 4
・場所　小川図書館　
・JVCとたからさがし・かるたとり
　講談社「全国訪問おはなし隊」キャラバンカー見学・
小川ボランティアのおはなし会

動物愛護団体 ちばわん&犬猫みなしご救援隊
協働活動　犬猫一斉不妊手術実施のお知らせ
日時　11月27日（日）　　受付　午前9時～（予約制）
場所　馬頭西体育館
予約・問い合わせ　犬猫みなしご救援隊チーム那珂川
岡崎恵美子　緯090-7278-0655　　後援　那珂川町

小川図書小川図書館館 馬頭図書馬頭図書館館

・12月4日（日）　午前10時～12時
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
・内容　牛乳パックで手作りの年賀状をつくります。
・募集人数　10組（先着順）　・参加費　無料
・対象　小学生（低学年も可）とその保護者
・申し込み　図書館のカウンターか、電話でお申込み
ください。緯0287-92-5015（馬頭図書館）

たのしい絵本と紙しばいの会
・11月17日（木）　午前10時30分～
・場所　馬頭図書館東側芝生
※雨天時は馬頭福祉センター和室で行います。
・12月1日（木）　午前10時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
小さいお子さまのためのおはなし会です。
親子でご参加ください。

親子工作教室 「牛乳パックで手作り年賀状」

土金木水火月日
19181716151413
26252423222120
3212/130292827
1098 7 654
171615 14 131211

馬頭図書館 11月13日～12月17日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時 5

☎0287-92-5015

※15日（火）～20日（日）まで蔵書点検のため休館になります。

読書会
・12月14日（水）　午後1時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・テキスト　「のっぴき庵」　高橋　洋子/著
　和やかな雰囲気で語り合っています。お気軽にどうぞ。

婦人ボランティアのおはなし会
・12月10日（土）　午後2時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「コマ」を作ります。
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那珂川町
図書館
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募集の条件等
・健康でやる気のある方
・教員免許状（養護教諭免許状）所有
の方
・塩谷・南那須地区内へ通勤可能な方
募集期間　～12月20日（火）まで
採用について　書類選考・面接の上、
　月上旬頃までに連絡します。3
申し込み方法
　塩谷南那須教育事務所のホーム
ページにある履歴書又は市販の履歴
書に必要事項を記入の上、下記へ送
付してください。
※履歴書左上余白に、「非常勤講師希
望」「非常勤養護助教諭希望」と朱書
で明記し、県採用・市町採用の希望
を記載してください。
申し込み・問い合わせ
〒329-2163　矢板市鹿島町20‐22
塩谷南那須教育事務所
緯0287-43-0176　俊0287-43-0535

交流学習発表会「こぶし祭」
開催のお知らせ

日時　11月19日（土）　※雨天実施
午前　時35分～午後　時25分9 2
場所　県立南那須特別支援学校
体育館及び各教室
内容　演技発表、製品販売とイベン
ト、作品展見学等
問い合わせ　
県立南那須特別支援学校
緯0287-88-7571

●第24回特別展　
那須の歴史をひもとくⅡ　
「中世那須のあけぼの−那須神田城
を考える−」
期間　11月20日（日）まで
場所　第一会場：湯津上館　
第二会場：那珂川館
開館時間　午前　時30分～午後　9 5
時（入館は午後　時30分まで）4
休館日　月曜日、祝日の翌日
●学芸員による展示解説
日時　11月19日（土）午後　時30分～1
参加費　無料　　　
開催場所　湯津上館のち、那珂川館
定員　20名（予約不要）
●第　回　なす風土記講座6
演題　
「縄文時代から古墳時代の土器」
日時　11月20日（日）　午後　時301
分～　時（受付は午後　時から）3 1
場所　当館講堂
講師　鈴木　志野（当館学芸員）　　
参加費　無料
●特別陳列えと展「酉を考古学する」
会期　12月10日（土）～平成29年　1
月15日（日）
会場　当館展示室
●古代文字講座「文字の歴史を学ん
でゴム版ハンコをつくろう！！」
日時　12月10日（土）
午前　時30分～12時9
講師　小勝　雅明氏（栃木県刻字協
会副会長）
定員　30名（要予約）　
参加費　300円
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館　
緯0287-96-3366　俊0287-96-3340

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

募集定員及び貸与額　
・高等学校奨学生　
　　名程度（月額13,000円）5
・短大（専門学校）奨学生
　　名程度（月額30,000円）2
・大学奨学生
　　名程度（月額30,000円）2
※奨学金の返済（無利子）あり
募集期間　
11月17日（木）～12月16日（金）
申し込み・問い合わせ　
学校教育課　緯0287-96-2114

平成29年度那珂川町奨学生
募集のお知らせ

入居時
家賃（円）

間
取
り

戸
数住宅名区

分
4,900～

7,3002K1
戸薬利住宅町

営
7,900～

11,8002K1
戸清流住宅町

営
32,000～

34,0003DK4
戸

サン・コー
ポラス馬頭

町
有

町営・町有住宅
入居者募集のお知らせ

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間
11月1日（火）～11月18日（金）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　建設課　緯0287-92-1118

平成29年度塩谷・南那須地区
公立小中学校県採用・市町採用
非常勤講師の募集について

募集定員及び給付額
・高等学校奨学生
　　名（月額10,000円）7
・大学奨学生　　名（月額25,000円）3
※奨学金の返済は不要
募集期間
11月17日（木）～12月16日（金）
申し込み・問い合わせ　
学校教育課　緯0287-96-2114

平成29年度
那珂川町菊池俊男奨学金
奨学生募集のお知らせ日時　12月　日（木）8

午後　時30分～　時30分　1 4
会場　トコトコ大田原　階　3
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する
弁護士（　名）が相談に応じます。2
※相談時間は、　 人20分1
申し込み　12月　日（木）から　日1 7
（水）までに、下記まで電話にてご予
約ください。定員になり次第、受付
は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　緯0287-23-1111

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

日時　12月　日（水）　7
午前　時30分～11時30分9
場所　馬頭総合福祉センター
問い合わせ　　
住民生活課　緯0287-92-1112

「第68回人権週間」
特設人権相談のお知らせ
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●ビデオ撮影講習会受講者募集
期日　①11月30日（水）馬頭　②12月
　日（木）馬頭　③12月15日（木）小川8
④12月22日（木）小川　⑤12月29日
（木）ケーブルテレビ放送センター
※馬頭：馬頭総合福祉センター、
小川：小川総合福祉センター
時間　午後　時～　時30分7 8
対象　町内在住または町内に勤務し
ている18歳以上の方
定員　10名（定員になり次第締め切
り）　受講料　無料
申し込み締め切り　11月28日（月）
●カラオケのど自慢参加者募集
日時　平成29年　月15日（日）　1
午後　時～2
会場　馬頭総合福祉センター集会室
※馬頭広重美術館駐車場または、ひ
ばり幼稚園跡地をご利用ください。
出場資格　町内在住または町内に勤
務している中学生以上の個人または
グループ
募集人員　10名　参加費　無料
申し込み締切り　
平成29年　月10日（火）1
申し込み方法　ケーブルテレビ放送
センター、役場本庁舎、小川庁舎、
馬頭総合福祉センター、すこやか共
生館、小川公民館、馬頭・小川図書
館にある申し込み用紙に記入の上、
下記へ提出してください。
その他　「通信カラオケ」を使用しま
す。お気軽に参加ください。
問い合わせ　ケーブルテレビ放送セ
ンター　緯0287-92-1121

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

★お知らせ★
都合により予告なく番組を
変更する事があります。

EPGでの確認をお願いします。

顕

原

鹸

厳
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元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

★ケーブルテレビ企画番組

ケーブルテレビ
停波のお知らせ

　J-アラート（全国瞬時警報システ
ム）の全国一斉試験を行います。音
声告知機および屋外スピーカーから
試験音が流れますので、ご理解とご
協力をお願いいたします。
日時　11月29日（火）午前11時ごろ
問い合わせ
総務課　緯0287-92-1111

番　組　名時　間
NewsなかがわTOWN 5:30

文字放送 6:00
ぴんしゃん介護予防講座 6:30
NewsなかがわTOWN 7:00

文字放送 7:30

アグリネット
 8:00
 8:30

NewsなかがわTOWN 9:00
文字放送 9:30

栃木県提供番組
10:00
10:30

NewsなかがわTOWN11:00
文字放送11:30

ぴんしゃん介護予防講座12:00
NewsなかがわTOWN12:30

文字放送13:00

企画番組・文字放送
13:15
13:30

文字放送
14:15
14:30

NewsなかがわTOWN15:00
文字放送15:30

ぴんしゃん介護予防講座16:00
文字放送16:30

赤ちゃんがいっぱい17:00
THE　MAKING17:30
アニマルサイエンス18:00

企画番組・文字放送
18:30
19:00

NewsなかがわTOWN19:30
文字放送20:00

栃木県提供番組
20:15
20:30

NewsなかがわTOWN21:15
文字放送21:45

企画番組・文字放送
22:00
22:30

NewsなかがわTOWN23:00

文字放送
23:30
 0:00
 0:30

NewsなかがわTOWN 1:00
文字放送朝まで

　理容店、美容室、クリーニング店、
めん類業飲食店、
一般飲食店のお店
選びは、厚生労働
大臣認可のSマー
ク登録店で!!
問い合わせ　（公財）栃木県生活衛生
営業指導センター　緯028-625-2660

番　組　名日　付

南那須地区音楽祭11／14～
11／20

ひばり幼稚園運動会11／21～
11／27

大内保育園運動会11／28～
12／4

リクエストアワー12／5～
12／11

小川幼稚園運動会12／12～
12／18

ぴんしゃん介護予防講座
（国際医療福祉大学）
介護保険制度のサービ
ス利用について

11／14～
11／20

こんな時どうする？
（緊急の対応）

11／21～
11／27

転倒予防に向けた
実践トレーニング

11／28～
12／4

　自主放送HD化に向けた工事を実
施するため、工事時間中はテレビは
視聴できませんので、ご理解とご協
力をお願い致します。
工事日時
12月12日（月）　午前　時～　時1 5
影響範囲　地上デジタル放送、BS
デジタル放送、CSデジタル放送、コ
ミュニティchの全chが視聴できま
せん。
※インターネット、電話、告知の停
波はありません。
対象地区　町内の全エリア
※ご不明な点などありましたら、下
記へお問い合わせください。
問い合わせ　 ケーブルテレビ放送
センター　緯0287-92-1121

ケーブルテレビからの
お知らせ

J-アラート（全国瞬時警報システム）
全国一斉試験のお知らせ

11月はSマーク標準営業約款普及
登録促進月間です
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馬頭郷土資料館
からのお知らせ

対象　各学科に関連する事業所等に
就職している方で、雇用保険又は建
設業の一人親方等の労災保険に加入
している方（加入予定者も含む）。
再就職準備中の方も入校することが
できます。
募集内容

11月は
『労働保険適用促進強化期間』です

　国の教育ローンは高校・大学等へ
入学または在学する学生・生徒の保
護者向けの公的融資制度です。
融資限度額
学生・生徒　人につき350万円1
利率
年1.90％（平成28年10月　日現在）1
融資対象の学校と利用できる世帯の
年収に要件があります。詳しくは下
記へお問い合わせください。
問い合わせ　国の教育ローン
コールセンター　緯0570-008656
または緯03-5321-8656

「国の教育ローン」
のお知らせ

●「阿久津静夫写真展　八溝今昔」
会期　12月　日（土）～3
平成29年　月29日（日）1
●記念講演会
日時 12月　日（日）4
午後　時30分～　時30分1 2
講師　阿久津　静夫氏（SSP日本自
然科学写真協会会員）
定員　30名
参加費　無料
申し込み・問い合わせ
馬頭郷土資料館　
緯0287-92-1103

　労働保険は、雇用保険と労災保険
を総称したものです。労働者を一人
でも雇用する事業所はすべて加入す
ることになっております。おすみで
ない事業主の方は、すぐに加入手続
きを行ってください。未手続事業所
に対しては、職権成立、認定決定を
実施することとなります。
問い合わせ
宇都宮公共職業安定所
緯028-638-0369
宇都宮労働基準監督署
緯028-633-4251

　放送大学はテレビ・ラジオ・イン
ターネットを利用して授業を行う通
信制の大学です。
　心理・教育・福祉・経済・歴史・
文学・情報・自然科学など、幅広い
分野を学べます。
出願期間　
第　回　平成29年　月28日（火）まで1 2
第　回　　月20日（月/祝）まで2 3
その他　資料は放送大学ホームペー
ジ（http://www.ouj.ac.jp）または下記
までご請求ください。
問い合わせ・資料請求先　放送大学
栃木学習センター　緯028-632-0572

放送大学
　月入学生募集のお知らせ4

宇都宮共同高等産業技術学校
（職業訓練校）生徒募集のご案内

日時　11月23日（水/祝）
午前　時～午後　時9 3
内容　施設内見学、刑務所作業製品
の展示販売、イベント、バザーなど
場所　黒羽刑務所
問い合わせ
黒羽刑務所　緯0287-54-1198

第33回黒羽矯正展
開催のお知らせ

対象　企業・団体にお勤めの方、自
営業の方
実施コース
●アーク溶接特別教育②
日時　
平成29年　月11日（水）～13日（金）1
締め切り　平成29年　月　日（水）1 4
定員　20名　受講料　4,950円
●ホームページ作成基礎（ホーム
ページビルダー編）
日時　
平成29年　月　日（水）～　日（木）2 1 2
締め切り　平成29年　月25日（水）1
定員　10名　受講料　3,520円
●高齢者・障害者への接遇セミナー
日時　
平成29年　月　日（月）～　日（火）2 6 7
締め切り　平成29年　月30日（月）1
定員　10名　受講料　3,520円
訓練実施時間　午前　時～午後　時9 4
※アーク溶接特別教育は午前　時～午後　時9 5
訓練実施場所　県北産業技術専門校
問い合わせ　県北産業技術専門校
緯0287-64-4000　俊0287-64-5445

県北産業技術専門校
在職者訓練（技能向上コース）
受講者募集のお知らせ

募集期間　
10月18日（火）～平成29年　月18日3
（土）まで
申し込み・問い合わせ　
宇都宮共同高等産業技術学校
（火～土曜日　午前10時～午後　時）4
緯028-622-1271

募集人員
40名（高校推薦・社会人含む）
受験資格
平成29年　月に高等学校卒業見込3
みの方・高等学校を卒業している方
又はこれと同等の資格を有する方・
修業期間中、勉学に専念できる方
修業年限　　年（全日制）3
試験日　12月10日（土）
試験会場　国際医療福祉大学塩谷看
護専門学校（塩谷病院敷地内）
願書受付期間
11月18日（金）～12月　日（金）2
入学願書を希望される方・詳しい内
容については、下記へお問い合わせ
ください。
問い合わせ
国際医療福祉大学塩谷看護専門学校
事務部　緯0287-44-2322

国際医療福祉大学塩谷看護
専門学校看護学生募集
（一般入試）のお知らせ

期間募集人員学科
　年3　名5木造建築科
　年210名建築設計科
　年210名広告美術科
　年210名畳科
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第134回

秋季特別展

「浮世絵名品展　－ 礫 
こいし

 川 ・松井コレクション－」
かわ

【会　　期】
秋季特別展
「浮世絵名品展－礫川・松井コレクション－」
後期：～11月27日（日）
企画展　「青木コレクション展　蘇峰と藤作」
12月3日（土）～平成29年1月15日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】
12月3日（土）　午後1時30分～　当館館長
【開館時間】午前9時30分より午後5時まで

（但し入館は午後4時30分まで）
【休 館 日】月曜日、祝日の翌日
【入 館 料】
特別展　大　　　人　700円（630円）

高・大学生　400円（360円）
企画展　大　　　人　500円（450円）

高・大学生　300円（270円）
※（　）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　礫川・松井コレク
ションが形成される契
機となったのは、松井
英男氏が米国の美術館
に来館した時でした。
氏はこれについて

「（略）ボストン美術館で、大規模な世界三千年の人類の
顔展が開催されており、会場入口の広告看板に飾られて
いたのは、ミロのビーナスやモナリザでもなくレンブラ
ントやゴッホ、ましてピカソでもない、なんと歌麿の美
人の大首絵版画であった。とにかく大きなカルチャー・
ショックを受け日本文化についての考えを改め米国生活
を終え日本に帰った。」（『逸品に見る浮世絵250年』）と
語っています。それから東京都文京区内の自宅を兼ねた
ビルに、礫川浮世絵美術館を開設しました。しかし残念
なことに2013年春に氏が亡くなられ、同年秋に夫人も
亡くなりました。同コレクションの行く末が心配されて
いましたが、幸いにしてこのコレクションを受け継ぐ方
が現れ、同コレクションは定山渓美術館に引き継がれる
ことになりました。
　今回紹介する作品は、葛飾北斎（1760～1849）が描い
た「冨嶽三十六景　 山  下  白  雨 」です。北斎の享年は90歳

さん か はく う

で、画号は30以上も変え、その度に画風も変化させてい
ました。住居は90回以上住み替えたかなりの変人に見
えますが、絵師としての業績はすばらしく革新的な作品
をいくつも残しています。
　「冨嶽三十六景」（大判46枚、版元西村屋与八）は画面
上の構図の歪みが少なく、北斎独自の造形感覚で構図が
工夫され、江戸の庶民に好評でした。この作品は浮世絵
の市場に美人画、役者絵に続く第三の市場になる契機と
なりました。北斎はこの作品につづき「諸国瀧廻り」、
「諸国名橋奇覧」などの風景画を陸続と出板しました。北
斎の後に歌川広重や歌川国芳などの絵師が風景画を描き
ました。
　図の「山下白雨」は、富士五湖の1つ河口湖畔から捉
えた富士といわれています。大きく雄大に 聳 える富士山

そび

「冨嶽三十六景-山下白雨-」
葛飾北斎

平成27年度那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

入選「秋の訪れ」撮影者：佐藤　治男さん（真岡市）

を簡潔な構図で表現し、富士山の頂上付近は雲1つ無い
晴天ですが、山下には突然降り始めた雨と稲妻が走って
います。

馬頭広重美術館　館長　市川　信也

入選「遠足日和」撮影者：大野　和三さん（那須烏山市）
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